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補正予算

はたち

それぞれの夢や目標に向かってそれぞれの夢や目標に向かって



Q.関心のある分野は
・ 教育政策 18
・ ジェンダー平等と多様性 14
・ 雇用と労働環境 13
・ 環境問題と気候変動対策 12
・ 経済政策と税制改革 9
・ 若者の政治参加 7
・ 外交と国際関係 5
・ 治安と防災 3
・ 社会保障制度と年金改革 2
・ デジタル社会の推進 2

　今は横浜で1人暮
らしをしています。
　アルバイトをしてい
るので、少しでも賃金
が上がったらなあと
思っています。

渡邉さん

　1人暮らしをすると
きに感じたのですが、
清水町は家賃が安く
て、治安が良いと思い
ました。 近所の方が気
にかけて声をかけてく
ださって、温かく見守ら
れていると感じました。

 栗林さん

　ジェンダー平等は、
いろいろと難しいと思
いますが、 女性が傷
つくことのない世の中
になってくれたらいい
なと思います。

今村さん

坂倉さん

　裏金問題や税金の
使い道をしっかりと考
えて決めてほしいで
す。103万円の壁など
が改善されれば、景気
回復につながってくる
と思います。

　貴重なお時間の中、アンケートに
ご協力いただきありがとうございま
した。
　政治に対する自分の考えを持って
いる方が多く、 また、ご協力いただ
いた全ての方が、これから選挙に行
くと答えていただき心強かったです。

広報広聴委員からコメント

若者の関心はどこにあるのか
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　投票に行く人は年齢
層が高く、それに伴って
政策も高齢者向けの
ものが多い。
　若者が投票に行け
ば、若者に利益のある
マニフェストが出るの
ではないかと思いました。

 前山さん

　選挙がインターネッ
トやスマホでできるよ
うになるといいと思い
ます。

藤岡さん

新 年
企 画 20歳の声を聴く

Q.これまで投票に行きましたか

・ 行った 49
・ 行っていない 33

Q.今後、投票に行きますか

・ 行く 71
・ 行かない 0

　20歳の門出を祝う会の参加者にアンケートを行いました。 選挙の投票や関心のある
分野について聴きました。

令和6年10月 衆院選 （小選挙区）
18歳から20歳までの投票結果
年齢
18歳
19歳
20歳
全体

有権者数
282
287
282

25,783

投票者数
153
65
73

14,218

投 票 率
54.3
22.6
25.9
55.1

　町全体の投票率の

55.1%に対し、
18歳の投票率がほぼ
同程度であるのに対し、
19歳と20歳の投票率
は低くなっています。
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一般会計補正（第 5回）

11月定例会
　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
を
11
月
29
日
か
ら
12
月

19
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

規
約
の
変
更
及
び
条
例
改
正
の
ほ
か
、
一
般
会
計

補
正
予
算
や
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど

12
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
９
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
ま
で
の
公
共
施
設
の
経
費

の
限
度
額
を
定
め
ま
し
た
。

　
　
委
託
料
の
限
度
額
で
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
体
育
館
そ
の

他
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
２
つ
は

減
額
、
温
水
プ
ー
ル
は
増
額

を
し
て
い
る
理
由
は
。

　
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

事
務
費
や
事
業
費
の
精
査
を

行
う
と
と
も
に
、
利
用
収
入

の
増
額
を
見
込
む
こ
と
に
よ

り
減
額
、
体
育
館
・
総
合
運

動
公
園
・
外
原
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
３
施
設
で
は
、
樹
木
剪

定
回
数
を
減
ら
す
こ
と
に
よ

り
減
額
し
て
い
る
。

　

温
水
プ
ー
ル
は
、
灯
油
代

等
の
光
熱
費
の
高
騰
に
よ
り

増
額
と
な
っ
て
い
る
。

境
川
は
清
水
町
と
三
島
市
の

市
町
境
を
流
れ
る
川
で
工
事

は
県
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
負
担
金
に
減
額
が
生
じ

た
理
由
は
。

　
　
年
度
当
初
の
予
定
で
は
、

新
橋
の
架
け
替
え
の
橋
梁
工

事
と
そ
の
取
付
道
路
工
事
を

終
え
て
、
仮
設
迂
回
路
の
撤

去
に
一
部
着
手
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
道
路
工
事
の
遅

れ
や
電
線
敷
設
協
議
に
時
間

が
か
か
り
、
今
年
度
中
に
着

手
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
県
へ
の
負
担
金
が
減

額
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
令
和
７
年
度
中
に
完
了

の
予
定
で
は
。

　
　
県
か
ら
は
、
７
年
度
中

に
完
了
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
循
環
バ
ス
停
留
所
の
ベ

ン
チ
設
置
箇
所
の
優
先
順
位

や
選
定
方
法
の
基
準
は
。

　
　

乗
降
調
査
で
直
近
６
カ

年
分
の
利
用
者
の
多
い
と
こ

ろ
を
抽
出
し
、
ベ
ン
チ
設
置

後
、
歩
道
幅
員
が
確
保
で
き

る
箇
所
を
地
区
が
集
中
し
な

い
よ
う
選
定
し
て
い
る
。

　
　
今
回
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
た
理
由
は
。

　
　
一
年
に
一
基
程
度
、
ふ

る
さ
と
納
税
等
の
寄
附
金
の

め
ど
が
立
っ
た
時
点
で
、
設

置
を
し
て
い
く
方
針
を
立
て

て
い
る
。

予算総額123億９960万円に

3億9536万円を追加
 

債
務
負
担
行
為

 

境
川
新
橋
工
事

停
留
所
の
ベ
ン
チ

	 	適切な予算配分で事業効果を高める
討論 一般会計補正予算（第５回）

良質なサービスが提供できるのか

答

答

答答

答

問

問

問問

問

反対
です

賛成
です

　人件費や情報システム標準化に対応する
ための経費、法改正に伴い対象が拡大され
た児童手当に係る扶助費などの予算や県の

　債務負担行為の限度額を指定管理料の前
の５年分と比較すると、福祉センターと体
育館その他の体育施設の２件では減額と

なっている。最低賃金も上がっている中で、経費削減
のしわ寄せがサービス低下につながるのではないか。
　温水プール指定管理者の限度額は増額となっている
が、町民からは利用に不便があることや安全管理に疑
問があるとの声が寄せられ、意見を協議する場も設け
られていない。町民の声が施設運営に生かされ、使い
やすく、良質なサービスが提供される施設運営ができ
るのか疑問が残る。　　　　　　　（吉川　清里 議員）

事業である境川新橋架替工事の遅れに伴う事業費の減
額などに対応するものである。
　債務負担行為補正の福祉センターや体育施設等の管
理運営事業費は、引き続き安定的に管理運営できるよ
うにするものであり、評価できる。
　限りある財源で事業効果を高めるため、国や県等の
補助金を有効活用して事業運営に取り組むことを期待
する。　　　　　　　　　　　　　　（田代　稔 議員）
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指定管理者/その他

　
　
町
は
利
用
者
な
ど
の
声

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　

管
理
者
か
ら
毎
月
提
出

さ
れ
る
事
業
報
告
書
や
町
長

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
に
よ

り
把
握
し
て
い
る
。

　
　
前
回
の
指
定
の
際
に
言

わ
れ
て
い
た
施
設
運
営
協
議

会
の
実
施
は
。

　
　

管
理
の
開
始
当
初
か
ら

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

開
催
し
て
い
な
い
が
、
利
用

者
の
意
見
な
ど
は
受
付
に
意

見
箱
を
設
け
対
応
し
た
。
令

和
6
年
度
内
に
懇
談
会
形
式

で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

２
件
の
人
事
案
件
に
同
意

し
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
】

深
澤　
朱
美 

氏

【
教
育
長
の
任
命
】

杉
田　
暁
彦 

氏

指定管理者の指定
公共施設の管理運営者決まる

  

温
水
プ
ー
ル

	 	適切に判断されたものである
討論 指定管理者の指定（温水プール）

令和６年第４回定例会審査結果

専門性の活用やサービスの向上に疑問

答答 問問

反対
です

賛成
です

　温水プールの指定管理者は、公募を経て、
町指定管理者選定委員会で書類審査及びヒ
アリング審査を行った結果、判断されたも

　５年前、指定管理者の指定をする際に、施
設運営協議会を設け利用者との懇談会を行う
とのことであったが、一度も行われなかった。

　溺れた人の感知や遊泳距離が分かる監視システムの
活用がされず、安全管理に疑問が残る。指定管理のメ
リットである専門性の活用、サービスの向上が十分得
られていないのではないか。　 　　（森野　夏歩 議員）

のである。
　引き続き施設の安全や快適な施設環境の整備、専門
的な指導などを行っていただくことを期待する。

（寺島　俊郎 議員）

人

事

専決処分の承認
（令和６年度清水町一般会計補正予算（第４回））
教育委員会委員の任命
静岡地方税滞納整理機構規約の一部を変更する規約
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例
子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例
地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例及び指定
介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例
令和６年度清水町一般会計補正予算（第５回）
公の施設（福祉センター）の指定管理者の指定
公の施設（体育館・総合運動公園・野球場・外原テニスコート）の指定管
理者の指定
公の施設（温水プール）の指定管理者の指定
教育長の任命
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承認

同意
可決
可決

可決

可決

可決

可決
可決

可決

可決
同意

議         　　　 案
佐
野
俊
光

吉
川
清
里

松
浦
俊
介

大
濱
博
史

松
下
尚
美

花
堂
晴
美

飯
田
安
雄

向
笠
達
也

野
田
敏
彦

寺
島
俊
郎

田
代
稔

海
野
豊
彦

森
野
夏
歩

審
議
結
果

〇は賛成、●は反対、議長は議事を行うため、賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ裁決します。   
公の施設（福祉センター）の指定管理者の指定では、花堂議員は、地方自治法第117条の規定により除斥となりました。 

（
議
長
）
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オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
学
び
の
場
に
つ
な
げ
る
環
境
を

先
進
事
例
を
含
め
調
査
研
究
す
る

答
問

　
不
登
校
児
童
生
徒
が
、
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び

の
保
障
に
向
け
た
対
策
と
今

後
の
方
針
を
問
う
。

　
　
町
独
自
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
を
実
施
す
る
な
ど
不

登
校
の
要
因
等
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

町
独

自
で
ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
実
施

し
て
い
な
い
が
、
各
学
校
に

お
い
て
担
任
教
諭
が
、
不
登

校
や
不
登
校
傾
向
に
あ
る
児

童
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
の

様
子
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
の
関
わ
り
な

花
は な ど う

堂 晴
は る み

美

質問者の動画
が見られます

ど
を
ま
と
め
、
要
因
等
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

支
援
の
現
状
と
課
題
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

学
校

と
は
別
に
、
不
登
校
状
態
に

あ
る
児
童
生
徒
に
特
化
し
た

支
援
と
し
て
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
通
称
か
わ
せ

み
教
室
を
設
け
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
２
人
に
よ
り
支
援

に
当
た
っ
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
か
わ
せ

み
教
室
の
利
用
人
数
、
通
所

日
数
と
も
に
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
か
わ
せ
み
教
室
に

通
所
で
き
な
い
児
童
生
徒
が

存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き

て
お
り
、
そ
の
対
策
も
課
題

で
あ
る
。

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
が
学

校
や
か
わ
せ
み
教
室
に
来
ら

れ
な
く
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
等

かわせみ教室で行われた校外学習

で
授
業
や
学
び
の
場
に
つ
な

げ
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
町
の
見
解
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

県
教

育
委
員
会
で
は
仮
想
空
間
を

活
用
し
た
し
ず
お
か
バ
ー

チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル
を
１
月
か

ら
施
行
す
る
が
、
町
の
児
童

生
徒
も
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
て

い
る
。
町
で
も
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
か
注
視
し
つ

つ
、
併
せ
て
他
の
先
進
事
例

を
含
め
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

　
　
学
校
教
育
法
施
行
規
則

の
改
正
等
に
よ
り
、
不
登
校

児
童
生
徒
が
欠
席
中
に
行
っ

た
学
習
成
果
に
係
る
成
績
評

価
が
で
き
る
こ
と
が
法
令
上

明
確
化
さ
れ
た
が
、
本
町
で

の
成
績
評
価
方
法
の
見
直
し

は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

現
在

は
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
保

護
者
の
同
意
の
上
、
取
り
組

み
が
で
き
た
学
習
の
成
果
を

文
書
と
し
て
評
価
し
た
り
、

直
接
言
葉
で
伝
え
た
り
し
て

評
価
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
学
習
の
成
果

を
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
や
数
字
の
み

で
評
価
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
不
登
校
児
童
生
徒
が

関
わ
る
学
校
、家
庭
、フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
等
の
民
間
施
設
等

と
の
連
携
を
さ
ら
に
高
め
、

見
え
に
く
か
っ
た
児
童
生
徒

の
頑
張
り
を
共
有
す
る
方
法

を
探
っ
て
い
く
こ
と
で
、
不

登
校
児
童
生
徒
に
関
わ
る
多

く
の
者
が
そ
の
頑
張
り
を
認

め
、
励
ま
し
て
い
け
る
よ
う

努
め
る
。

　
そ
の
他
に
「
役
場
内
で
の

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
」
と
「
地
方
公
務
員
の

定
年
引
き
上
げ
に
伴
う
人
事

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」

を
質
問
し
ま
し
た
。

答

答

答答

問

問

問

問

9人が町政を問う9人が町政を問う9人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。
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森
も り の

野 夏
か ほ

歩

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

１
月
か
ら
中
学
校
に
試
験
的
に
設
置
予
定

答
問

　
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康

や
情
報
を
最
大
限
享
受
で
き

る
こ
と
は
大
切
な
基
本
的
人

権
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
観

点
か
ら
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の

生
理
用
品
設
置
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
啓
発
の
取
組
を
問
う
。

　
　
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き

取
り
の
意
見
聴
取
を
行
っ
た

結
果
は
。

　

  

（
教
育
総
務
課
長
）「
生

理
用
品
を
忘
れ
て
困
っ
た
こ

と
が
あ
る
か
」
の
質
問
に

「
あ
る
」
と
回
答
し
た
生
徒

は
44
％
で
、
そ
の
理
由
と
し

て
「
忘
れ
た
」「
急
に
生
理

が
来
た
」
と
い
う
回
答
が
主

で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
生
理
用
品
が
な

か
っ
た
時
に
ど
こ
に
あ
る
と

良
い
か
」
の
質
問
に
「
ト
イ

レ
」
が
88
％
あ
り
、
理
由
と

し
て「
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
」

「
便
利
」「
保
健
室
が
遠
い
」

な
ど
の
理
由
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
自
由
記
述
に
は
、

「
ト
イ
レ
は
衛
生
的
に
気
に

な
る
」「
保
健
室
だ
と
気
軽

に
言
い
や
す
い
」「
先
生
に

相
談
し
や
す
い
」
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　
　
月
経
の
あ
る
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
授
業
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
学
校
の
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
の
設
置
を
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

こ
れ

ま
で
の
指
導
に
よ
り
生
理
用

品
は
自
ら
持
参
す
る
こ
と
が

定
着
し
て
い
る
中
で
、
面
倒

で
あ
る
、
楽
で
あ
る
と
い
っ

た
理
由
で
設
置
す
る
こ
と
が

教
育
的
観
点
か
ら
有
益
な
も

質問者の動画
が見られます

トイレットペーパーと同じように
学校のトイレに生理用品の設置を

答

答

問

問

の
か
疑
問
が
あ
る
が
、
１
月

か
ら
中
学
校
に
試
験
的
に
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
試
験
的
な
設
置
は

２
カ
月
程
度
で
、
そ
の
結
果

を
検
証
の
上
、
実
施
の
可
否

を
含
め
検
討
す
る
。

　
　
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
（
セ
ク
シ
ャ

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
）「
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権

利
」
の
観
点
の
包
括
的
性
教

育
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

全
国

的
に
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
観
点
か

ら
深
く
探
求
し
た
教
育
は
、

行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

小
学
校
の
理
科
の
授
業
で
は

受
精
に
至
る
過
程
ま
で
は
取

り
扱
わ
な
い
こ
と
や
限
ら
れ

た
時
数
の
中
で
は
深
い
学
び

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
、
社
会

的
に
性
に
関
し
、
後
ろ
向
き

な
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
す
る
こ

と
な
ど
の
問
題
点
を
考
慮

答 問

し
、
総
合
的
に
判
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
る

た
め
で
あ
る
。

　
　
男
女
共
同
参
画
計
画
の

中
で
の
町
民
全
体
を
対
象
と

し
た
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
取
組
状
況

は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

保
健

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

乳
児
全
戸
訪
問
の
際
に
、
家

族
計
画
に
関
す
る
冊
子
を
配

布
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
相
談
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

　
　
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を
保
障
す
る

た
め
の
今
後
の
取
組
は
。

　

  （
町
長
） 

引
き
続
き
男
女

共
同
参
画
の
意
識
や
取
組
に

つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
が
正

確
に
理
解
し
、
実
践
で
き
る

よ
う
情
報
発
信
に
努
め
る
。

答

答

問

問
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学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

国
や
県
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
て
い
く

答
問

　
町
長
は
令
和
５
年
の
選
挙

時
に
学
校
給
食
費
の
負
担
軽

減
を
公
約
と
し
、
無
償
化
を

実
現
し
た
い
と
懇
談
会
等
で

話
し
て
い
る
。
無
償
化
は
実

現
で
き
る
の
か
。

問　
町
長
の
選
挙
時
の
公
約

と
も
い
え
る
学
校
給
食
の
無

償
化
は
未
だ
に
実
現
し
て
い

な
い
が
、
そ
の
理
由
は
。

　

  （
町
長
） 

実
施
し
た
い
意

思
は
持
っ
て
い
る
が
、
経
常

的
に
大
き
な
財
政
負
担
を
伴

う
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は

実
現
は
難
し
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
町
で
は
、
全
国
一
律
の
無

償
化
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

部
分
的
、
あ
る
い
は
段

階
的
な
無
償
化
で
あ
れ
ば
実

現
は
可
能
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

令
和

６
年
５
月
に
行
っ
た
保
護
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

で
は
、
現
状
の
一
律
軽
減
が

望
ま
し
い
旨
の
意
見
が
多
数

を
占
め
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

当
面
の
間
は
現
状
の
一
律
軽

減
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　

町
長
の
任
期
中
に
無
償

化
を
実
現
す
る
見
通
し
は
あ

る
の
か
。

　

  （
町
長
） 

給
食
費
無
償
化

の
見
通
し
は
、
町
の
財
政
状

況
の
推
移
を
見
据
え
つ
つ
、

併
せ
て
、
国
や
県
へ
の
働
き

か
け
を
強
化
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

問

問答

答答

吉
よ し か わ

川 清
き よ り

里

質問者の動画
が見られます

一律軽減を継続していく学校給食費

　
　

旧
道
広
場
は
防
災
面
で

の
利
活
用
の
た
め
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
貯
水
槽
等

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
防
災

面
で
の
今
後
の
計
画
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

公

園
整
備
の
観
点
か
ら
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
大
き
な
改
変
の

予
定
は
な
く
、
当
面
は
現
在

の
利
用
形
態
を
維
持
・
継
続

し
て
い
く
。

　
　

町
が
管
理
す
る
防
災
備

蓄
品
の
災
害
時
の
使
用
に
お

け
る
課
題
と
解
決
方
法
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

各

避
難
所
に
必
要
な
備
蓄
品
を

で
き
る
限
り
早
く
輸
送
す
る

こ
と
が
課
題
で
あ
る
た
め
、

適
切
に
備
蓄
品
の
過
不
足
を

判
断
し
た
輸
送
の
仕
組
み
や

備
蓄
の
在
り
方
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　

町
内
の
主
要
な
各
所
に

備
蓄
品
を
補
完
で
き
る
大
型

防
災
倉
庫
を
配
置
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
避
難
所
と
な
る

沼
津
商
業
高
校
に
も
大
型
防

災
倉
庫
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
）
大

型
防
災
倉
庫
の
配
備
は
、
公

共
施
設
の
空
地
の
状
況
を
踏

ま
え
る
と
大
変
難
し
い
状
況

に
あ
る
。
既
存
の
ス
ペ
ー
ス

の
精
査
を
進
め
た
上
で
、
運

用
で
き
る
土
地
の
利
活
用
を

検
討
し
て
い
く
。

　
沼
津
商
業
高
校
の
校
舎
は

建
て
替
え
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
中
で
敷
地
内

に
防
災
倉
庫
は
設
置
し
て
い

る
の
で
、
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
、
県
の
教
育
委
員
会
の

所
管
部
局
と
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

旧
道
広
場
の
利
活
用
は

問問 答

答

答

問
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寺
て ら し ま

島 俊
と し ろ う

郎

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
に
助
成
を

調
査
・
研
究
に
努
め
て
い
る

答
問

　
高
齢
化
に
伴
い
、
昨
今
、

補
聴
器
の
購
入
希
望
者
が
増

加
し
て
い
る
。
補
聴
器
は
、

高
額
な
機
材
の
た
め
、
助
成

の
要
請
が
増
え
て
い
る
。
町

の
考
え
を
問
う
。

　
　

補
聴
器
に
係
る
助
成
を

実
施
し
て
い
る
県
内
市
町
の

状
況
を
伺
う
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

県
内

35
市
町
中
、
10
市
３
町
が
助

成
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、

近
隣
市
町
で
は
、
沼
津
市
、

御
殿
場
市
、
伊
豆
の
国
市
、

長
泉
町
、
小
山
町
が
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
実
施
13
市
町
に
お

け
る
助
成
上
限
額
は
、
９
市

町
で
３
万
円
、
３
市
で
５
万

円
、
１
町
で
８
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

補
聴
器
購
入
の
費
用
を

助
成
す
る
制
度
の
創
設
は
大

変
に
有
意
義
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
町
の
見
解
は
。

　
  

（
町
長
） 

実
施
に
当
た

り
、
継
続
的
な
財
源
の
確
保

が
課
題
で
あ
る
た
め
、
現
段

階
に
お
い
て
は
、
既
存
事
業

の
見
直
し
に
よ
る
財
源
確
保

の
検
討
や
全
国
の
先
行
事
例

を
参
考
に
調
査
・
研
究
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質問者の動画
が見られます

高
齢
者
に
対
し
て
の
施
策
は

問

問

問

　
　

長
寿
化
・
高
齢
化
に
伴

う
社
会
モ
デ
ル
の
変
化
に
対

す
る
行
政
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

社
会

の
変
化
に
対
応
す
る
様
々
な

取
組
に
当
た
っ
て
は
、
行
政

だ
け
で
な
く
社
会
全
体
で
支

え
合
い
、
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
や

住
民
を
含
め
た
地
域
に
お
け

る
多
様
な
主
体
の
皆
様
に
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
き
、
共
に
連
携
し
進
め

て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　

生
涯
学
習
の
意
義
と
目

的
に
つ
い
て
、町
の
考
え
は
。

　

  （
社
会
教
育
課
長
） 

生
涯

学
習
と
は
、
人
々
が
自
発
的

な
意
思
に
基
づ
き
、
必
要
に

応
じ
て
手
段
や
方
法
を
選
び
、

生
涯
を
通
じ
て
行
う
あ
ら
ゆ

る
学
習
の
こ
と
で
あ
り
、
自

己
の
成
長
や
生
活
を
充
実
さ

せ
る
ほ
か
、
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
社
会
的
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活
力

答

答

答

答

の
あ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る

こ
と
に
資
す
る
な
ど
、
大
変

重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
生
涯
学
習
を
支
え

る
機
会
を
整
備
す
る
こ
と
が

生
涯
教
育
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
町
で
は
様
々
な
講
座

や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
ほ

か
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
生
涯
学
習
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

生活の質に影響する聴力

問
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公
共
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
予
約
は

導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る

答
問

　
国
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
で
手
続
が
完
結
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
自
治
体
の
行
政

手
続
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る

取
組
を
進
め
て
い
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
を

含
む
町
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

進
捗
状
況
は
。

　
　
地
方
公
共
団
体
が
優
先

的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進

す
べ
き
子
育
て
・
介
護
関
係

の
手
続
の
取
組
状
況
で
、
本

町
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い

る
が
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
か
ら
手
続
に
つ
な
が
る
入

り
口
が
確
認
で
き
な
い
。
対

応
状
況
は
。

　
  （
企
画
課
長
） 

オ
ン
ラ
イ

ン
手
続
が
可
能
な
環
境
と

な
っ
て
い
る
が
、
個
々
の
手

続
の
う
ち
来
庁
を
必
要
と
す

る
手
続
が
あ
り
、
全
て
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
完
結
し
な
い
な

ど
、
住
民
の
利
便
性
向
上
や

松
ま つ し た

下 尚
な お み

美

質問者の動画
が見られます

コ
ス
ト
削
減
と
な
ら
な
い
仕

組
み
で
あ
る
た
め
、
現
時
点

で
は
積
極
的
な
活
用
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
　
町
民
か
ら
要
望
が
多
い

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利

用
予
約
、
粗
大
ゴ
ミ
搬
入
予

約
の
申
請
は
、
近
隣
市
町
の

ほ
と
ん
ど
が
導
入
し
て
い
る

が
、
町
の
導
入
に
向
け
た
対

応
状
況
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

各
種
公
共

施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
予

約
に
つ
い
て
は
、
現
在
導
入

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

る
。
粗
大
ご
み
に
つ
い
て

は
、
一
般
住
宅
に
接
し
た
限

り
あ
る
場
所
で
の
業
務
で
あ

る
た
め
、
受
付
時
に
品
目
や

概
ね
の
量
を
聞
き
取
っ
た
上

で
、
受
入
れ
の
時
間
帯
等
を

調
整
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
電
子
申
請
の

導
入
の
予
定
は
な
い
。

問

問

答

答

便利なオンライン利用予約の導入を

提供 : 長泉町役場

　
　
令
和
５
年
の
一
般
質
問

で
、
電
子
申
請
の
み
な
ら
ず

窓
口
で
の
手
数
料
の
支
払
い

な
ど
に
つ
い
て
も
電
子
決
済

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

有
効
活
用
す
る
方
策
等
を
検

討
し
て
い
く
と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
窓
口
で
の
電
子
決
済

の
導
入
予
定
は
あ
る
の
か
。

　

  （
企
画
課
長
） 

い
く
つ
か

の
事
業
者
と
の
打
合
せ
を

し
、
コ
ス
ト
や
運
用
に
必
要

な
機
器
の
選
定
、
導
入
時
期

等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
今
後
の
取
組
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
が
あ
れ
ば
、
導
入
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た

い
。

　
　
自
治
体
の
行
政
手
続
を

オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
た
め
庁

内
全
体
で
の
認
識
の
共
有
や

方
向
性
の
確
認
は
で
き
て
い

る
の
か
。
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
の

ト
ッ
プ
と
し
て
の
考
え
を
伺

う
。

　

  （
町
長
） 

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部

に
お
い
て
、
推
進
方
針
を
決

定
す
る
と
と
も
に
、
全
庁
的

に
意
思
統
一
を
図
っ
て
い

る
。
行
政
の
様
々
な
分
野
と

自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
の
結
び
つ
き

は
、
避
け
て
通
る
こ
と
が
で

き
な
い
時
代
の
要
請
で
あ
る

の
で
、職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

町
民
の
利
益
に
結
び
付
く
よ

う
一
歩
一
歩
着
実
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問問

問

答

答

答
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飯
い い だ

田 安
や す お

雄

学校行事でも支援員は欠かせない

学
校
支
援
員
等
を
拡
充
す
る
考
え
は

適
切
に
配
置
し
充
実
に
努
め
る

答
問

　

令
和
５
年
11
月
議
会
に

て
、
小
学
校
低
学
年
学
校
生

活
支
援
補
助
員
の
充
実
を
指

摘
し
た
。
そ
の
後
の
対
応
と

今
後
の
予
定
を
問
う
。

　
　
学
校
支
援
員
の
配
置
の

学
校
別
の
必
要
数
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

小
学

校
低
学
年
学
校
生
活
支
援
補

助
員
は
清
水
小
学
校
及
び
南

小
学
校
が
各
４
人
、
西
小
学

校
が
３
人
の
計
11
人
、
特
別

支
援
学
級
に
係
る
支
援
員
は

清
水
小
学
校
が
４
人
、
南
小

学
校
が
３
人
、
西
小
学
校
が

２
人
、
清
水
中
学
校
が
４
人
、

南
中
学
校
が
１
人
の
計
14
人

で
あ
る
。

　
　
現
時
点
の
学
校
支
援
員

の
配
置
状
況
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

生
活

指
導
員
、
特
別
支
援
教
育
補

助
員
、
校
務
支
援
補
助
員
は
、

各
学
校
に
１
人
配
置
し
て
い

る
。
小
学
校
低
学
年
学
校
生

活
支
援
補
助
員
は
、
清
水
小

学
校
及
び
南
小
学
校
に
各
４

人
、
西
小
学
校
に
３
人
の
計

11
人
、
特
別
支
援
学
級
に
係

る
支
援
員
は
、
清
水
小
学
校

に
４
人
、
南
小
学
校
に
３
人
、

西
小
学
校
及
び
清
水
中
学
校

に
各
２
人
の
計
11
人
を
配
置

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら

外
国
籍
児
童
生
徒
等
学
校
生

活
支
援
員
を
３
人
、
１
２
６

０
時
間
、
小
中
学
校
全
体
で

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
２
人
、
１
０
６
０
時

間
の
配
置
を
し
て
い
る
。

　
　
支
援
員
の
配
置
状
況
に

お
け
る
成
果
と
課
題
は
。

質問者の動画
が見られます

問問

問

問

問答

答

答

答

答
　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

成
果

と
し
て
は
、
今
年
度
か
ら
日

本
語
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、
タ

ガ
ロ
グ
語
を
話
す
日
本
人
の

外
国
籍
児
童
生
徒
等
学
校
生

活
支
援
員
２
人
を
配
置
し
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
外
国
籍
、

不
登
校
、
別
室
登
校
や
特
別

支
援
学
級
な
ど
、
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ

に
合
わ
せ
た
支
援
員
の
配
置

が
必
要
な
た
め
、
財
政
面
や

人
材
不
足
か
ら
支
援
員
確
保

に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
は
支
援
員
の

拡
充
を
示
し
て
い
る
が
、
十

分
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
機

会
の
あ
る
ご
と
に
国
や
県
に

対
し
て
支
援
の
要
望
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
支
援
員
等
の
来
年
度
の

配
置
計
画
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 
特
別

支
援
学
級
の
増
加
が
見
込
ま

て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
級
数

に
応
じ
て
支
援
員
を
増
員
す

る
と
と
も
に
、
外
国
籍
児
童

生
徒
等
学
校
生
活
支
援
員
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
派
遣
時
間
数
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
財
政
状
況
か
ら
支
援
員
の

拡
充
を
行
う
と
、
そ
の
他
の

支
援
員
を
本
年
度
と
同
程
度

で
継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い

た
め
、
支
援
の
低
下
と
な
ら

な
い
よ
う
、
適
切
な
組
替
え

を
行
い
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
今
後
、
支
援
員
等
を
拡

充
す
る
考
え
は
。

　

  （
町
長
） 

町
の
未
来
を
担

う
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
を
推
進

す
る
上
で
、
各
種
支
援
員
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　
今
後
、
財
政
状
況
は
厳
し

く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

が
、
学
校
現
場
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
、
求
め
ら
れ

る
支
援
員
を
適
切
に
配
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち

へ
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図

る
よ
う
努
め
て
い
く
。
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幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
計
画
の
進
捗
は

令
和
13
年
度
ま
で
の
完
了
に
努
め
る

答
問

　
今
年
度
か
ら
進
め
て
い
る

幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
計
画

の
進
捗
状
況
と
令
和
７
年
度

完
成
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
る
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

再
編
計
画
に
お
け
る
再

編
施
設
ご
と
の
詳
細
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

北

幼
稚
園
は
令
和
９
年
３
月
末

に
閉
園
し
、
認
定
こ
ど
も
園

を
令
和
11
年
４
月
に
開
園
予

定
。
西
幼
稚
園
は
令
和
10
年

３
月
末
に
閉
園
し
、
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
令
和
11

年
４
月
に
開
所
予
定
。
清
水

保
育
所
は
令
和
11
年
３
月
末

に
閉
所
し
、
認
定
こ
ど
も
園

を
令
和
13
年
４
月
に
開
園
予

定
で
あ
る
。

　
　

幼
稚
園
の
保
護
者
や
地

元
へ
の
説
明
会
の
状
況
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 
保

護
者
へ
の
説
明
は
、
各
幼
稚

園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
て
説
明

を
行
い
、
地
元
地
区
へ
の
説

明
は
、
再
編
対
象
施
設
の
関

係
地
区
の
組
長
会
等
に
て
行

っ
た
。

田
た し ろ

代 稔
みのる

　
　

再
編
対
象
の
幼
稚
園
・

保
育
所
の
利
用
を
予
定
し
て

い
る
保
護
者
へ
の
周
知
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

町

の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ほ
か
、
母
子
手
帳

交
付
時
や
乳
幼
児
健
診
時
に

再
編
計
画
の
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
・

保
育
所
の
申
込
み
の
際
に
、

個
別
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

民
間
の
事
業
者
等
へ
の

事
前
説
明
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

町

内
で
保
育
所
及
び
小
規
模
保

育
事
業
所
を
運
営
し
て
い
る

事
業
者
に
対
し
て
、
誘
致
に

つ
い
て
説
明
を
し
た
。

　
　

町
が
所
有
す
る
土
地
、

建
物
が
民
営
化
さ
れ
た
場
合

の
取
扱
い
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 
土

地
や
建
物
は
、
期
限
を
定
め

無
償
で
貸
与
し
て
い
き
た
い
。

質問者の動画
が見られます

令和９年３月末に閉園予定の北幼稚園
その後は民間のこども園に

問　
交
通
計
画
策
定
に
当
た

り
、
循
環
バ
ス
利
用
者
以
外

の
調
査
を
行
う
予
定
は
。

　

  

（
企
画
課
長
）
今
年
度

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
無

作
為
に
抽
出
し
た
町
民
を
対

象
と
し
て
お
り
、
今
後
は
各

区
や
各
種
団
体
は
も
と
よ

り
、
交
通
弱
者
の
方
々
な
ど

を
中
心
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
　
ど
の
よ
う
な
体
制
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
計
画
を
策
定

す
る
の
か
。

　

  （
町
長
） 

今
年
度
は
、
地

形
や
土
地
利
用
、
人
口
の
動

向
な
ど
の
基
礎
調
査
を
行
い
、

来
年
度
か
ら
は
、
町
に
と
っ

て
最
適
な
地
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
と
地
域
旅
客

運
行
サ
ー
ビ
ス
の
望
ま
し
い

形
を
示
し
て
い
き
た
い
。

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
は

問
　
　

再
編
に
よ
り
廃
園
と
な

る
施
設
に
勤
務
す
る
職
員
は

ど
う
な
る
の
か
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

正

規
職
員
は
配
置
変
更
に
よ
り

対
応
し
、
会
計
年
度
任
用
職

員
は
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
状
況

を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
。

　
　

再
建
計
画
は
令
和
13
年

度
ま
で
に
完
了
す
る
と
理
解

し
て
よ
い
の
か
。

　

  （
町
長
） 

令
和
13
年
度
ま

で
に
完
了
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

問

問

問

問問

問問

問 答

答答

答

答答

答

答

答
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災害時に備え
家庭内でもアレルギー対応食の備蓄を

海
う ん の

野 豊
と よ ひ こ

彦

災
害
時
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
の
備
蓄
は

想
定
最
大
避
難
者
数
の
３
日
分

答
問

　
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る

避
難
所
で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
に
配
慮
し
た
食
料
の
確
保
、

ま
た
、
防
災
協
定
の
運
用
や

適
切
な
応
援
要
請
へ
の
備
え

は
。
町
の
体
制
を
問
う
。

　
　
現
在
、
何
品
目
の
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
食
品
を
備
蓄
し

て
い
る
の
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

令

和
４
年
度
か
ら
全
て
の
備
蓄

食
料
品
を
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質

28
品
目
不
使
用
の
も
の
と
し

て
い
る
。

　
　
　
　

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品

の
備
蓄
数
は
。
町
の
食
料
備

蓄
計
画
の
想
定
最
大
避
難
者

数
を
賄
え
る
備
蓄
を
し
て
い

る
の
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

備

蓄
数
は
５
万
６
千
６
５
０
食

で
、
町
の
想
定
最
大
避
難
者

数
の
３
日
分
を
賄
え
る
量
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対

応
し
た
食
品
の
保
存
期
間
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

通

常
の
備
蓄
食
料
と
同
じ
く
５

年
保
存
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

備
蓄
食
品
を
購
入
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
７
年
の
長
期
保
存

の
製
品
も
販
売
さ
れ
始
め
て

お
り
、
保
存
年
限
の
長
い
食

品
を
備
蓄
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質問者の動画
が見られます

問答

　
　
現
時
点
で
の
区
分
別
防

災
協
定
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

行

政
区
分
が
７
件
、
医
療
救
護

区
分
が
11
件
、
救
護
人
材
支

援
区
分
が
９
件
、
そ
の
他
物

資
供
給
や
被
災
者
支
援
等
を

合
わ
せ
て
85
件
締
結
し
て
い

る
。
現
在
も
新
た
な
締
結
に

向
け
て
調
整
を
し
て
い
る
。

　
　
協
定
で
は
ど
の
よ
う
な

体
制
を
組
ん
で
い
る
の
か
。

ま
た
、
応
援
要
請
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

災

害
対
策
本
部
の
中
で
担
当
者

を
定
め
て
い
な
い
た
め
、
防

災
部
局
の
職
員
が
対
応
す
る

こ
と
と
な
り
、
特
定
の
職
員

に
負
担
が
集
中
す
る
こ
と
が

災
害
時
の
防
災
協
定
は

問

問

問問

答

答

答答

考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
業
務

や
負
担
分
散
化
の
た
め
に

も
、
災
害
対
策
本
部
の
中
に

協
定
の
運
用
を
担
う
係
を
創

設
し
地
域
防
災
計
画
に
反
映

す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た

組
織
の
機
構
改
革
を
踏
ま
え

て
、
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
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徴
収
担
当
職
員
の
増
員
を

業
務
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
え
適
正
に
配
置

答
問

　
町
財
政
も
厳
し
い
中
、
町

税
等
の
公
金
債
権
回
収
業
務

の
強
化
と
向
上
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
受
益
と
負
担
の

公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
や

納
税
意
識
の
高
揚
を
目
指
す

上
で
、
大
変
重
要
か
つ
喫
緊

の
課
題
と
考
え
、
問
題
提
起

す
る
。

　
　

個
人
町
民
税
の
令
和

５
年
度
の
収
納
率
は
、
95
・

45
％
、国
民
健
康
保
険
税
は
、

73
・
42
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
収
納
率
は
県
内
35
市
町
中

何
位
か
。

　

  （
税
務
課
長
） 

個
人
町
民

税
は
33
位
。
国
民
健
康
保
険

税
は
35
位
の
最
下
位
で
あ
っ

た
。

　
　
税
務
課
収
納
係
の
職
員

４
人
の
う
ち
、
徴
収
担
当
は

実
質
２
人
だ
が
、
令
和
６
年

度
の
滞
納
者
数
と
担
当
職
員

松
ま つ う ら

浦 俊
しゅんすけ

介

１
人
当
た
り
の
滞
納
者
数
は

県
内
何
位
か
。

　

  （
税
務
課
長
） 

滞
納
者
数

は
１
８
７
２
人
で
、
徴
収
担

当
職
員
は
実
質
２
人
で
あ
り
、

１
人
当
た
り
が
受
け
持
つ
滞

納
者
数
は
９
３
６
人
、
県
平

均
の
４
２
６
人
と
比
較
す
る

と
倍
以
上
の
人
数
で
あ
り
、

県
内
１
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
徴
収
担
当
職
員
数
を
増

や
せ
ば
人
件
費
も
増
え
る
が
、

人
件
費
以
上
の
徴
収
額
の
確

保
が
期
待
で
き
れ
ば
、
十
分

に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
考

え
る
。
徴
収
担
当
職
員
の
増

員
を
す
べ
き
で
は
。

　
  （

副
町
長
） 

限
ら
れ
た
人

材
と
町
全
体
の
業
務
の
バ
ラ

ン
ス
等
を
考
え
総
合
的
に
判

断
す
る
と
と
も
に
、
職
員
そ

れ
ぞ
れ
の
能
力
や
適
性
を
見

据
え
て
配
置
の
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
。

質問者の動画
が見られます

滞納者の車両差押えには
タイヤロックを装着

問問

問

問

答

答

答

　
　
近
年
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

制
限
条
例
を
制
定
し
て
い
る

自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
対
象
と
す
る
公
金
及
び
対

象
者
の
例
と
し
て
、
北
海
道

八
雲
町
で
は
、
町
税
や
国
保

税
の
ほ
か
、
介
護
保
険
料
、

保
育
料
、
給
食
費
な
ど
に
つ

い
て
、
著
し
く
誠
実
性
を
欠

く
滞
納
者
を
対
象
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
制
限
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
例
と
し
て
、
北

海
道
鷹
栖
町
で
は
、
補
助
金

給
付
等
の
46
事
業
の
ほ
か
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
金
を
対

象
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
条
例
の
制
定
に
よ
り
、

税
金
等
滞
納
の
デ
メ
リ
ッ
ト

を
明
確
化
す
る
こ
と
が
抑
止

力
と
な
り
、
滞
納
額
の
減
少

な
ど
の
効
果
が
現
れ
て
い
る

が
、
本
町
で
も
同
様
の
条
例

を
制
定
す
る
考
え
は
。

　

  （
副
町
長
） 

他
市
町
や
先

進
地
の
事
例
を
調
査
し
、
条

例
制
定
の
必
要
性
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
徴
収
全
体
の

強
化
を
図
り
、
引
き
続
き
収

納
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
。

答
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リ ポ
委

ー
員

ト
会

ここでは 10 月から 11 月にかけて実施した委員会の視察について報告します。

民生文教委員会
期　　　 日 ： 令和６年10月30日～3１日                  
視察先（内容） ： 兵庫県揖保郡太子町（地域生活支援拠点等事業）
  奈良県磯城郡田原本町（たわらもと健幸ポイント）

　太子町の地域生活支援拠点等事業は、障がいを持つ方々が住み慣れ
た地域で安心して暮らし続けられるよう、地域全体で支える仕組みを
構築する取組として注目されている。
　田原本町の健幸ポイント事業は、国の地方創生交付金を活用し、大
阪府高石市・福岡県飯塚市・鳥取県湯梨浜町と連携し、タニタヘルス
リンク、つくばウェルネスリサーチ、筑波大学と産学官の連携体制で
実施している。事業を開始した令和２年度以降、医療費・介護給付費
の抑制効果が表れている。
　それぞれの事業について参考にできるところを精査し、提案してい
きたい。

期　　　 日 ： 令和６年1１月6日～7日                   
視察先（内容） ： 千葉県松戸市（土地区画整理事業）
  茨城県神栖市（かみす防災アリーナの活用）

　松戸市では、秋山土地区画整理事業について説明を受けた。組合設
立後、バブル崩壊で２度の再建計画により約 30 年の歳月を経て事業
が完結した。これも市担当者が長年にわたり住民との信頼関係を重ね、
合意形成に至ったとのことで参考になった。
　神栖市では、かみす防災アリーナを活用した防災・減災について説
明を受けた。平常時には、スポーツや音楽イベント等ができる憩いの場、
災害時には、避難所として１万人が３日間避難できる施設で、防災備
蓄品が充実しており参考になった。
　このような先進地の取組を、本町のまちづくりや防災対策事業に活
かせるように調査・研究し、前に進めなければと強く感じた。

総務建設委員会

かみす防災アリーナで備蓄品の説明を受ける

太子町で先進事例を学ぶ

健幸づくりの対策は健幸づくりの対策は

多様化する災害への対策は多様化する災害への対策は



議会を傍聴
してみませんか

　次の定例会は

  2月27日　午前９時
　開会予定です。
　　　　　   

　傍聴を希望する方は、本会議
の当日、役場５階の受付係に申
し出ていただき、傍聴券の交付
を受けてください。
　皆さんの傍聴をお待ちしてい
ます。

お知らせ
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今
回
の
新
年
企
画
は
、
令

和
７
年
清
水
町
20
歳
の
門
出

を
祝
う
会
の
参
加
者
及
び
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。

　「
20
歳
の
声
を
聴
く
」
で

は
、
20
歳
の
若
者
の
選
挙
へ

の
投
票
意
識
や
何
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
掲

載
し
た
の
で
、
読
者
の
皆
様

に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
実
行
委
員

の
皆
さ
ん
か
ら
来
年
の
20
歳

の
方
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
祝
う
会
は
、
と
て
も
落
ち

着
い
た
素
敵
な
会
だ
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。  

　 

（
野
田
）

発
行
・
編
集
責
任
者

議
　
長
　
佐
野
　
俊
光

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長
　
松
下
　
尚
美

副
委
員
長
　
野
田
　
敏
彦

委
　
員
　
大
濱
　
博
史

寺
島
　
俊
郎

　
　
　
　
　
田
代
　
　
稔

　
　
　
　
森
野
　
夏
歩

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
7
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

26
円
で
す
。

編
集
後
記

村
松
さ
ん

①
改
め
て
20
歳
に
な
る
ん
だ

な
と
い
う
実
感
と
と
も

に
、
清
水
町
に
自
分
の
で

き
る
こ
と
で
恩
返
し
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

②
若
い
力
で
一
緒
に
町
を
盛

り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ

う
！

鎌
野
さ
ん

①
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。

②
何
事
も
経
験
と
思
っ
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

竹
ノ
内
さ
ん

①
人
よ
り
も
先
に
顔
合
わ
せ

が
で
き
て
い
る
嬉
し
さ
が

あ
り
、良
い
時
間
で
し
た
。

②
10
代
ラ
ス
ト
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
思
う
よ
う

に
行
動
し
て
20
代
の
活
力

に
！

杉
澤
さ
ん

①
素
敵
な
会
に
な
る
よ
う
に

一
生
懸
命
考
え
ま
し
た
。

②
社
会
人
に
な
っ
た
り
、
経

験
す
る
こ
と
が
増
え
た
り

す
る
と
思
う
の
で
、
今
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

高
木
さ
ん

①
実
行
委
員
の
役
目
は
不
安

で
し
た
が
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。

②
何
で
も
全
力
で
挑
戦
し
て

ほ
し
い
で
す
。
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大
井
さ
ん

①
自
分
た
ち
で
会
の
形
を
考

え
る
貴
重
な
経
験
が
で
き

ま
し
た
。

②
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
に
支

え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
当

然
と
思
わ
ず
、
周
囲
に
感

謝
を
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

松
下
さ
ん

①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
が
思

う
よ
う
に
い
か
ず
、
大
変

で
し
た
。

②
今
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、

い
つ
で
き
な
く
な
る
の
か

分
ら
な
い
の
で
、
挑
戦
す

る
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

議員がインタビュー

20歳の門出を祝う会の実行委員の方にお話を伺いました。
① 実行委員の感想は。
② 来年の20歳に向けてメッセージを。 

岩
崎
さ
ん

①
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
の
製
作

で
は
悩
み
ま
し
た
が
、
楽

し
く
準
備
が
で
き
ま
し

た
。

②
一
生
に
一
度
の
特
別
な
日

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
会

を
楽
し
ん
で
！

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー  

野
田
）

晴れやかな笑顔の実行委員の皆さん
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